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近
年
、
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
の
保
護

意
識
や
、
自
然
と
直
接
ふ
れ
あ
う
体
験
な

ど
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
環
境
へ
の
配

慮
が
少
し
欠
け
て
い
る
単
な
る
自
然
体
験

ツ
ア
ー
が
エ
コ
ツ
ア
ー
と
呼
ば
れ
た
り
、

過
剰
な
観
光
活
動
に
よ
り
、
自
然
環
境
が

劣
化
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
適
切
な

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
た
め
の
総

合
的
な
枠
組
み
を
定
め
た
法
律
が
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」
で
、
平
成
19
年
６

月
20
日
に
成
立
し
、
翌
年
４
月
１
日
よ
り

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
地
域
の
自
然
環
境
の
保

全
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
創
意
工

夫
を
生
か
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

す
る
も
の
で
、
国
の
具
体
的
な
推
進
方
策

と
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
自

然
環
境
の
保
全
、
観
光
振
興
、
地
域
振
興
、

環
境
教
育
の
推
進
な
ど
の
４
つ
の
方
策
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

法
に
基
づ
き
、
谷
川
岳
周
辺
を
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
広
く
推
進

す
る
た
め
、
平
成
20
年
12
月
に
住
民
と
共

同
で
、
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
設
立
に
向
け
た
準
備
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
国
が
掲
げ
た
４
つ
の
方
策

に
則
り
、
谷
川
岳
に
即
し
た
全
体
構
想
の

検
討
や
具
体
的
な
現
地
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
協
議
会
設
立
の
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

準
備
会
設

立
後
の
平
成

22
年
12
月
、

正
式
に
「
谷

川
岳
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会

（
以
下
＝
協

議
会
）」
と

し
て
、
関
係

機
関
・
団
体

や
企
業
等
に

参
画
し
て
組

織
化
さ
れ
ま

し
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
な
ど
、

地
域
の
魅
力
を
観
光
客
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
価
値
や
大
切
さ
を
理
解
し
、

保
全
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

谷
川
連
峰
は
、

太
平
洋
と
日
本
海
を
分
け
る
急
峻
な
分
水
嶺
と
な
る
こ
と
か
ら
、

厳
し
い
気
象
条
件
の
中
で
育
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、

貴
重
な
植
生
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会（
前
編
）

特 集

▶
協
議
会
準
備
会
の
会
議
の
様
子

環
境
省
が
勧
め
る

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会

■
協
議
会
構
成
団
体

○
国
・
県
関
係

・
環
境
省
万
座
自
然
保
護
管
理
事
務
所

・
林
野
庁
利
根
沼
田
森
林
管
理
署

・
県
自
然
環
境
課

・
県
利
根
沼
田
県
民
局

・
谷
川
岳
登
山
指
導
セ
ン
タ
ー

○
企
業
関
係

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
高
崎
支
社

・
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

・
谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
㈱

・
関
越
交
通
㈱

○
町
内
団
体
等

・
町
商
工
会

・
町
観
光
協
会

・
水
上
民
宿
ペ
ン
シ
ョ
ン
連
合
会

・
水
上
温
泉
旅
館
協
同
組
合

・
谷
川
岳
を
き
れ
い
に
す
る
会

・
水
上
山
岳
会

・
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

・
谷
川
岳
登
山
環
境
研
究
会

○
そ
の
他

・
学
識
経
験
者
・
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
み
な
か
み
町

谷川岳エコツーリズム推進協議会組織図

谷川岳エコツーリズム推進協議会
（構成団体）

エコツーリズム
推進部会自然環境部会

事務局（環境課）

い
く
こ
と
も
本
協
議
会
で
勧
め
て
い
く
べ

き
活
動
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。
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て
、
谷
川
岳
の
代
表
的
な
植
物
40
種
類
を

選
定
し
、
植
物
図
譜
を
製
作
し
ま
し
た
。

今
後
、
谷
川
岳
の
貴
重
な
自
然
環
境
の
啓

蒙
活
動
に
有
効
利
用
し
て
い
く
計
画
で
す
。

■
案
内
看
板
等
設
置
事
業

　

谷
川
岳
の
自
然
散
策
を
満
喫
し
な
が
ら

も
、
谷
川
岳
の
正
し
い
知
識
を
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
案
内
看
板
等
の
整
備
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
で
の
道
標
は
、安
全
な
登
山
・
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
す
る
上
で
最
も
重
要
な
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
道
標
や

案
内
看
板
だ
け
を
頼
り
に
行
動
を
す
る
の

で
は
な
く
、
事
前
に
登
山
コ
ー
ス
の
下
調

べ
を
す
る
こ
と
も
自
然
を
親
し
む
た
め
の

必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
を
指
導
啓
蒙
し
て

　

協
議
会
で
は
、
谷
川
岳
に
お
け
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
の
全
体
構
想
を
ま

と
め
、
環
境
大
臣
へ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
に
基
づ
く
認
定
団
体
申
請
を
し
ま
し

た
。

　

現
段
階
で
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
認
定

に
至
っ
た
団
体
は
、
埼
玉
県
飯
能
市
の
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
１
団
体
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
本
町
の
協
議
会

も
第
２
号
認
定
に
向
け
て
事
務
局
間
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
後
編

で
詳
し
く
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特 集 谷川岳エコツーリズム協議会①

▶�

㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス︵
田
村

修
社
長
︶㊧
か
ら
寄
附
を
受
け
る
岸
町
長
㊨

▲谷川岳一ノ倉沢で行われた
フロムアクア一ノ倉沢教室の様子

▶
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ

▲谷川岳で行われた
インタープリター養成講習会の様子

▶
ホ
ソ
バ
ヒ
ナ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

▲谷川岳一ノ倉沢出合に設置された
　「一ノ倉沢概念図」説明看板除幕式の様子

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
全
体
構
想
の
認
定

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
の

具
体
的
な
活
動

い
く
こ
と
も
本
協
議
会
で
勧
め
て
い
く
べ

き
活
動
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
谷
川
岳
に
即
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
全
体
構
想
を
策
定
に

向
け
て
準
備
を
進
め
る
中
、
様
々
な
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
企
業
と
の
連
携
事
業

○
谷
川
連
峰　

水
と
緑
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
︵
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
高
崎
支
社
︶

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
駅
構
内
等
で
販
売
さ
れ
て

い
る
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
が
製
造
販
売
し
て
い
る
飲
料
水
「
フ
ロ

ム
ア
ク
ア
」
に
つ
い
て
、
販
売
本
数
１
本

に
つ
き
１
円
を
募
金
し
て
い
た
だ
く
企
画

を
、
昨
年
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

の
期
間
限
定
で
行
い
、
約
３
１
７
万
円
の

寄
附
を
協
議
会
へ
い
た
だ
き
、
そ
の
一
部

で
谷
川
連
峰
で
の
自
然
環
境
教
育
事
業
や

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
養
成
事
業
等
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
東
京
藝
術
大
学
と
の
連
携
事
業

　

東
京
藝
術
大
学
生
に
協
力
い
た
だ
き
、

谷
川
岳
の
環
境
教
育
の
教
材
の
一
つ
と
し
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金
環
日
食
観
測

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て

「
命
の
あ
さ
が
お
」種
ま
き

藤
原
小
学
校

田
植
え
体
験

み
な
か
み
キ
ッ
ズ

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

５
月
21
日
、
太
陽
に
月
が
重
な
り
環（
わ
）

に
見
え
る
金
環
日
食
を
一
目
見
よ
う
と
、
町

内
各
校
で
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

月
夜
野
中
学
校
（
髙
橋
幹
校
長
）
で
は
、

全
校
生
徒
が
午
前
７
時
に
登
校
し
、
正
し
い

観
察
方
法
を
確
認
し
た
あ
と
校
庭
に
出
て
観

察
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
各
々
の
遮

光
レ
ン
ズ
を
太
陽
に
か
ざ
し
、
初
め
て
見
る

金
環
日
食
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
水
上
小
学
校
や
水
上
中
学

校
で
は
希
望
者
に
よ
る
観
察
会
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
北
小
学
校
や
藤
原
小
中
学
校
で
は
家

庭
で
観
察
が
で
き
る
よ
う
登
校
時
刻
を
変
更

す
る
な
ど
の
対
応
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
に
い
は
る
こ
ど
も
園
に
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
利
根
沼
田
の
会
員
８
名
が

来
園
し
、
年
長
組
41
名
と
ア
サ
ガ
オ
の
種
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
サ
ガ
オ
は
、
７
歳
と
い
う
若
さ
で

白
血
病
を
患
い
亡
く
な
っ
た
男
の
子
が
育
て

て
い
た
も
の
で
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
を
訴

え
る
た
め
に
受
け
継
が
れ
た
種
で
す
。

　

事
前
に
絵
本
で
話
を
聞
い
て
い
た
園
児
達

は
「
き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
」
と

祈
り
な
が
ら
、
大
切
に
育
て
る
こ
と
を
み
ん

な
で
約
束
し
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
、
藤
原
小
学
校
児
童
に
よ
る
田

植
え
体
験
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
藤
原
平

出
地
区
の
林
明
男
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
林
さ

ん
や
藤
原
千
歳
会
の
方
々
の
指
導
に
よ
り
、

一
株
ず
つ
丁
寧
に
稲
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
田
ん
ぼ
に
足
を
取
ら
れ
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
目
印
の
ロ
ー
プ
に

沿
っ
て
稲
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
み

な
か
み
キ
ッ
ズ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
（
第
１

回
目
）
が
開
催
さ
れ
、
食
生
活
改
善
推
進
員
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
、
町
栄
養
士
の

指
導
に
よ
り
、
ピ
ザ
や
カ
ラ
フ
ル
ス
ー
プ
、

ミ
ル
ク
ゼ
リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
野
菜
を
切
っ
た
り
ピ
ザ

生
地
を
こ
ね
た
り
楽
し
み
な
が
ら
料
理
し
、

出
来
上
が
っ
た
料
理
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
供
た
ち
の
料
理
経
験
を

増
や
し
た
い
こ
と
か
ら
、
５
月
～
７
月
に
か

け
て
４
回
開
催
し
、
毎
回
４
年
～
６
年
生
の

小
学
生
、
約
60
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
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地域の話題

平
成
24
年
度
利
根
沼
田
母
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

春
の
環
境
美
化
運
動
で

２
６
８
人
が
ゴ
ミ
拾
い

み
な
か
み
町
交
通
指
導
員
辞
令
交
付

　

５
月
27
日
、
月
夜
野
道
路
情
報
タ
ー
ミ

ナ
ル
周
辺
に
お
い
て
、
利
根
沼
田
環
境
森

林
事
務
所
主
催
の「
春
の
環
境
美
化
運
動
」

が
実
施
さ
れ
、
管
内
の
各
種
事
業
者
や
行

政
が
連
携
し
て
ゴ
ミ
拾
い
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
清
掃
活
動
や
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
防
止
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
植
栽
・

植
樹
を
呼
び
か
け
普
及
啓
発
す
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
２
６
８
人
が
参
加
し
、
約

５
７
０
㎏
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

に
お
い
て
、
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
地
区
審
査
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
平
成
23
年
度
の
３
歳
児
健

診
で
虫
歯
が
な
か
っ
た
子
の
中
か
ら
、
政
所

の
髙
橋
美
咲
さ
ん
・
頼
人
く
ん
親
子
、
上
津

の
大
川
舞
さ
ん
・
恵
衣
ち
ゃ
ん
親
子
、
下
津

の
本
多
沙
也
加
さ
ん
・
煌
空
く
ん
親
子
、
石

倉
の
ハ
リ
ソ
ン
千
恵
さ
ん
・
ひ
か
り
ち
ゃ
ん

親
子
が
代
表
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
髙
橋
さ
ん
親
子
が
最
優
秀
賞
、

大
川
さ
ん
親
子
、
本
多
さ
ん
親
子
、
ハ
リ
ソ

ン
さ
ん
親
子
が
優
良
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
の
髙
橋
さ
ん
親
子
に
は
、

利
根
沼
田
地
区
代
表
と
し
て
、
７
月
12
日
に

開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
み
な
か
み
町
交
通
指
導
員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の

辞
令
交
付
で
は
、
３
名
の
指
導
員
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
４
名
の
指
導
員
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

退
任
者
と
新
任
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
退
任
さ
れ
た
指
導
員

　

傳で
ん

田だ

創そ
う

司し

（
水
上
）
31
年
間
勤
務

　

狩
野
敏と

し

一か
ず

（
水
上
）
28
年
間
勤
務

　

田
村
朋と

も

之ゆ
き

（
新
治
）
９
年
間
勤
務

■
新
任
さ
れ
た
指
導
員

　

小
林
孝
夫
（
水
上
）

　

田
村　

亘
わ
た
る

（
水
上
）

　

石
坂
俊
樹
（
月
夜
野
）

　

渡
辺　

登
（
新
治
）

▲ハリソン千恵さん（石倉）
　　　　　ひかりちゃん

▲退任に伴い感謝状を受け取る傳田さん

▲本多沙也加さん（下津）
　　　煌空くん

▲大川舞さん（上津）
　　　恵衣ちゃん

▲髙橋美咲さん（政所）
　　　頼人くん

　平成23年度３歳児健診において虫
歯のある子は27.2％で、平成22年度
（23.9%）よりも増加しています。
　虫歯予防で大切なことは、「しっかり
歯磨きをする」、「だらだらと間食をと
らない」ことです。乳歯の虫歯は、永
久歯に大変悪い影響
を及ぼしますので、
虫歯にならないよう
に予防することが大
切です。
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地域の話題
TOPICS

第
36
回

日
本
リ
バ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー

選
手
権
大
会

故
神じ

ん

保ぼ

己み

一い
ち

さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

湯
桧
曽
橋
周
辺
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　

５
月
26
・
27
日
、
利
根
川
（
水
明
荘
～
諏

訪
峡
間
の
約
９
㎞
）
の
激
流
を
舞
台
に
第
36

回
日
本
リ
バ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
大
学
生
が
企
画
・
運
営
す

る
国
内
最
大
級
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
で
、

今
年
は
34
チ
ー
ム
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、

２
日
間
に
わ
た
り
利
根
川
に
果
敢
に
挑
み
ま

し
た
。
本
大
会
の
成
績
は
、
４
メ
ン
（
４
人

乗
り
）の
部
優
勝
は「
疲
労
コ
ン
パ
イ
ン
チ
ー

ム
」、２
メ
ン
（
２
人
乗
り
）
の
部
優
勝
は
「
フ

ラ
ウ
ダ
ー
チ
ー
ム
」
で
し
た
。

　

故
神
保
己
一
さ
ん
（
入
須
川
）
は
、
昭

和
59
年
か
ら
旧
新
治
村
議
会
議
員
と
し
て

３
期
12
年
に
わ
た
り
奉
職
し
、
そ
の
間
、

副
議
長
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
、

地
域
開
発
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
等
を

歴
任
、
生
活
環
境
の
整
備
や
産
業
基
盤
の

　

６
月
１
日
、
湯
桧
曽
区
と
沼
田
土
木
事
務

所
に
よ
る
湯
桧
曽
橋
周
辺
を
考
え
る
第
１
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
湯
桧
曽
区
の
住
民
を
は
じ
め
、

県
や
町
の
関
係
者
24
人
が
参
加
し
、
新
し
く

掛
け
替
え
ら
れ
る
橋
の
周
辺
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
、
現
地
を
歩
き
状
況
を
確
認
し
た
の

ち
、
湯
桧
曽
会
館
に
て
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
７
月
に
第
２
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

平
成
24
年
度
利
根
沼
田
支
部
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

　

６
月
３
日
、
沼
田
公
園
に
お
い
て
利
根
沼
田

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
会
は
、
利
根
沼
田
管
内
の
市
町
村

か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部
９
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
正
確
な
機
器
の
操

作
と
標
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
等
に
つ
い
て
競

う
も
の
で
す
。

確
立
な
ど
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章

が
授
与
さ
れ
、
５
月
28
日
に
岸
町
長
か
ら

ご
家
族
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

◀
小
型
ポ
ン
プ
の
部
／
整

列
の
様
子

◀
小
型
ポ
ン
プ
の
部
／
放
水
と
伝
達
の
様
子

◀
ポ
ン
プ
車
の
部
／
吸
管
の
延
長
の
様
子

　

本
町
か
ら
は
、
各
部

門
に
３
チ
ー
ム
が
出
場

し
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
ポ
ン
プ
車
の
部

　

第
７
分
団　

第
６
位

　

第
３
分
団　

第
７
位

　

第
５
分
団　

第
７
位

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

第
７
分
団　

第
３
位

　

第
１
分
団　

第
５
位

　

第
５
分
団　

第
７
位
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町営住宅入居者
募集のお知らせ

■申し込み・問い合わせ先
　地域整備課 管理グループ ☎（25）5020
　水上支所 除雪センター　 ☎（72）2111
　新治支所 除雪センター　 ☎（64）0111

■お問い合わせ先
　谷川岳交通対策連絡協議会　〒379-1393 みなかみ町後閑318（みなかみ町役場 環境課内）　☎0278-62-2111
　みなかみ町観光協会　〒379-1313 みなかみ町月夜野1744-1　☎0278-62-0401〔受付時間9:00～17:00〕

■受付期間　7月2日（月）～17日（火）
■入居日　8月上旬予定　　■募集戸数　5戸
●上河原団地� 11号棟� 103号室
●矢瀬団地� 2号棟� 301号室
� 3号棟� 303号室
●第3矢瀬団地� 7号棟� 701号室
� 8号棟� 104号室

上河原団地11号棟
　103号室間取り

※ 鹿野沢団地、大穴団地、柳田団地、高日向
団地、藤原団地については、7月より随時募
集とします。

第
55
回
デ
サ
ン
ト
藤
原
湖
マ
ラ
ソ
ン　
参
加
者
募
集

■
期
日　

８
月
26
日
（
日
）
雨
天
決
行

■
会
場　

藤
原
湖
運
動
広
場

■
日
程

▽
前
日
受
付
／
８
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

　

受
付
会
場
／
道
の
駅　

水
紀
行
館

▽
当
日
受
付
／
午
前
７
時
～
８
時
30
分

　

受
付
会
場
／
藤
原
湖
運
動
広
場

▽
開
会
式　

午
前
８
時
15
分

▽
ス
タ
ー
ト　

15
㎞
の
部　

午
前
９
時

　
　
　
　
　
　

３
㎞
の
部　

午
前
９
時
10
分

　
　
　
　
　
　

５
㎞
の
部　

午
前
９
時
20
分

※
前
日
・
当
日
の
参
加
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
種
目

◆
15
㎞
の
部

①
男
子
15
歳
～
29
歳（
中
学
生
を
除
く
）／
②

男
子
30
歳
～
39
歳
／
③
男
子
40
歳
～
49
歳
／

④
男
子
50
歳
～
59
歳
／
⑤
男
子
60
歳
以
上
／

⑥
女
子
15
歳
～
39
歳
（
中
学
生
を
除
く
）
／

⑦
女
子
40
歳
～
49
歳
／
⑧
女
子
50
歳
以
上

◆
５
㎞
の
部

⑨
中
学
生
男
子
／
⑩
中
学
生
女
子
／
⑪
男
子

15
歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）
／
⑫
女
子
15

歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）

◆
３
㎞
の
部

⑬
小
学
生
男
子
（
４
年
生
以
上
）
／
⑭
小
学

生
女
子
（
４
年
生
以
上
）

■
参
加
料

　

一
般
・
高
校
生　
　

２
，
５
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　
　
　
　

５
０
０
円

※
町
内
の
小
・
中
学
生
は
参
加
料
無
料
。

■
申
込
期
間

　

６
月
８
日
（
金
）
～
７
月
17
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
内

　

デ
サ
ン
ト
藤
原
湖
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

☎　
（
２
５
）５
０
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
６
２
）３
２
１
１

平成24年　谷川岳一ノ倉沢

車輌通行止のお知らせ

ご案内

規制区間

規制内容

規 制 日

〈国道291号線：谷川岳登山指導センター下～一ノ倉沢出合〉

乗　合
タクシー
（有料）

国道291号線（谷川岳登山指導センター下
～一ノ倉沢）全長約3㎞

一般車輌通行止め。但し、自転車・緊急車
輌・管理車輌・許可車輌については除外。
※この区間は、通年において11人乗り以上
の大型車輌及び大型貨物車は通行止めです。

平成24年6月30日（土）午後5時
～11月4日午後5時

歩行が困難な方や小さいお子様連れの方のため、実証実験として乗合タクシー（定員9名）を運行しています。
片道　大人500円�・�小人300円　　予約不可（マチガ沢で下車した場合でも再乗車は片道料金がかかります。）
※一般のタクシーはご利用できません。
※みなかみ町では歩いての散策を推奨しております。ブナ林の中をゆっくり散策してみて下さい。
※乗合タクシーは土日祝日や時間帯により混雑する恐れがあります。ご了承下さい。

みなかみ町では、谷川岳マチガ沢出合と一ノ倉沢出合付近の「歩
行者や車輌同士の事故」の防止のため、マイカー規制を行います。
これにより、歩行者や車輌の安全確保だけでなく、排ガスによる
自然環境の破壊防止や、そして何よりも谷川岳の魅力を皆様によ
り一層知っていただけるよう努めます。

平成24年　谷川岳ロープウェイ駅～一の倉沢乗合タクシー時刻表
谷川岳ロープウェイ駅発 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30
マ チ ガ 沢 発 9:10 9:40 10:10 10:40 11:10 11:40 12:40 13:10 13:40 14:10 14:40 15:10 15:40
ー ノ 倉 沢 着 9:20 9:50 10:20 10:50 11:20 11:50 12:50 13:20 13:50 14:20 14:50 15:20 15:50

ー ノ 倉 沢 発 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 15:30 16:00
マ チ ガ 沢 発 9:40 10:10 10:40 11:10 11:40 12:10 13:10 13:40 14:10 14:40 15:10 15:40 16:10
谷川岳ロープウェイ駅着 9:50 10:20 10:50 11:20 11:50 12:20 13:20 13:50 14:20 14:50 15:20 15:50 16:20

※運行期間：7/1～11/4の毎日　但し■は7/14～10/28の土日祝日及び8/13～17のみ運行

規
制
区
間

谷川岳ロープウェー
土合口駅

谷川岳山岳資料館

ベースプラザ
駐車場

マチガ沢出合

一ノ倉沢出合

片道約３kmの行程です。
駐車場から3つのカーブの坂道を
登った後は緩やかな舗装道です。
車両通行止め箇所から
　マチガ沢出合まで
　　徒歩（片道）30分
　一ノ倉沢出合まで
　　徒歩（片道）55分
※�個人差があります。

お車は谷川岳ロープウェー
の駐車場をご利用下さい。
駐車料金　500円（普通車）
無料駐車場はございません。

車輌規制区間・駐車場�（概要図）
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役場からの情報
Town Office Infomation

■問い合わせ先　町民福祉課　窓口・医療グループ　☎（25）5010

■問い合わせ先　総務課　消防・防災グループ　☎（25）5002

木造住宅耐震診断者派遣事業を行っています

交通事故と国保診療

新しい国民健康保険高齢者受給者証を郵送します
国民健康保険に加入している70～74歳の人へ

　町では、昭和56年5月31日以前に着工した木
造住宅について、耐震診断者を派遣する事業を実
施しています。
　対象の住宅の所有者又は居住者であり、町税の
滞納がないなどいくつかの条件がありますが、通
常は3万円以上かかる耐震診断が、1,000円から
3,000円という少ない負担で実施できます。
　この機会に自宅の強度を知り、万が一の災害に
備えましょう。申請方法など詳細は、役場総務課
消防・防災グループまでお問い合わせください。

　皆さんが交通事故（第三者行為）にあってけがなどをしたときでも、国保を使って治療を受けることはでき
ます。ただし、治療費は原則として加害者が負担すべきものです。そのため国保を使って治療を受けたときは、
国保が一時的に治療費を立て替えたあとで加害者に費用を請求します。
　もし交通事故にあったら、必ず国保窓口へ届け出て必要な手続きをしてください。

①警察に届ける…「事故証明書」をもらってください。
②国保の窓口に届け出る…保険証、印鑑、事故証明書が必要です。

注）示談を結んでしまうと、国保が使えない場合があります。

　国民健康保険高齢者受給者証が7月31日で有効期限切れになります。
　対象者には、新しい受給者証（有効期限：平成24年8月1日～平成25年7月31日）を７月中に郵送します。
8月1日以降は新しい受給者証をお使いください。また、医療機関での受診時には、保険証と高齢者受給者証
を忘れずに提示してください。

■対象者
　国保加入の方で、年齢が70歳以上75歳未満の方（ただし、後期高齢者医療対象者を除きます。）
■一部負担金について
　�一部負担金は、前年の所得によって決められます。現在、高齢受給者証を持つ人は、平成23年中の所得に
より負担区分の判定を行い一斉更新します。
　※�医療機関に支払った１ヶ月の一部負担金が一定額（自己負担限度額）を超えた場合、その超えた分が高額
医療費として払い戻されます。

交通事故にあったときの注意点

国保に相談してから示談を
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役場からの情報

■問い合わせ先　町民福祉課　窓口・医療グループ　☎（25）5010

入院時の食事療養費減額認定及び
限度額適用認定証などは再申請が必要です

　入院時の食事代の標準負担額を減額する「標準負担額減額認定証」を申請により発行しています。現在の減
額認定証は７月31日で有効期限が切れますので、すでに発行を受けている方で引き続き必要な方は再申請を
してください。※住民税課税世帯は該当になりません。
　今年度、住民税非課税世帯で新たに減額認定証が必要な方も、被保険者証と印鑑、領収証などの入院期間が
わかる書類を持参し、国保の窓口で申請してください。
　また、国保加入者と後期高齢者医療対象者に発行している「限度額適用認定証」、「限度額適用・標準負担額
減額認定証」の有効期限も７月31日で切れますので、上記と同様の手続きが必要です。

■標準的な食事代（食事療養費）

標　　準　　負　　担　　額（1食あたり）

①�一般の人（下記以外の人） 260円

②住民税非課税世帯に属する人など
　（低所得Ⅱの人）

90日までの入院 210円

過去12か月間で90日を超える入院 160円

③�70歳以上で低所得Ⅰの人 100円

※住民税非課税世帯の人は「標準負担額減額認定証」
　�（低所得Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減額認定証」）が
必要となりますので窓口にて申請してください。
□低所得Ⅱ
　その属する世帯の世帯主および世帯員全員が住民税非課税の方
□低所得Ⅰ
　その属する世帯の世帯主および世帯員全員が住民税非課税で、
　�その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに０円とな
る方

群馬子ども緊急相談〈電話番号　＃8000〉
　子どもの具合が悪くなったとき、すぐに受診した方がよいか、家庭でどのように対処したらよいか、
保健師や看護師が相談に応じます。

相談日時　月～土曜日　午後6時～翌朝午前8時
　　　　　日曜日・祝日・年末年始　午前9時～翌朝8時

※ダイヤル回線・IP電話等は ☎03（3839）0886【平成24年9月まで】
※電話相談の通話料は有料となります。
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■問い合わせ先　町民福祉課　窓口・医療グループ　☎（25）5010

～8月から受給資格者証が新しくなります～
　福祉医療費を受給しているひとり親家庭などの人は、年に一度更新手続きを行う必要があります。現在お手
元にある受給資格者証の有効期限は7月31日です。該当者には7月末までに更新手続きの通知を郵送いたしま
す。
　なお、更新手続きに際し所得等の申告が必要な方には、その旨を明記した通知を郵送いたしますので、所得
等の申告をしたのち更新手続きをしてください。

■窓口に持参するもの　郵送した更新通知・保険証・お手元にある福祉医療費受給資格者証・印鑑

※�平成24年1月2日以降に本町に転入した人は、同年1月1日現在の住所地の平成24年度所得・課税証明書（23
年分）が必要となります。

◎福祉医療費無料化の対象となる方へ
　中学生までの医療費無料化は、社会全体で子どもの成長を支えていくための制度です。
　医療費無料化はみなさんの税金でまかなわれています。この制度を将来にわたり維持していくためにも、
制度の仕組みや目的などをご理解のうえ、受診されるようお願いします。

福祉医療制度をご存知ですか？

福祉医療（ひとり親）の更新手続きを

　福祉医療制度とは、子供や障害をお持ちの方など下記の表に該当する方が医療機関にかかったときの自己負
担額を町と県が負担する制度です。
　町と県が負担する費用には、入院時の食事療養費標準負担額や訪問看護・柔道整復施術・治療用装具などの
費用も含まれます。

※�高額療養費に該当する場合は、自己負担限度額の範囲を負担します。限度額を超えた分については、加入し
ている健康保険へお問い合わせください。

種　　類 資　格　要　件 手続に必要なもの

乳幼児 15歳まで※1 保険証・印鑑

重度心身障害者（65歳未満）

高齢重度障害者
（65歳以上で後期高齢者医療

制度に加入の人）

身体障害者手帳1級・2級 保険証・印鑑・身体障害者手帳

障害年金1級 保険証・印鑑・障害年金証書

障害年金1級程度の障害で障害年金
を受給できない人

保険証・印鑑・所定の診断書

療育手帳A判定 保険証・印鑑・療育手帳

特別児童扶養手当1級 保険証・印鑑・特別児童扶養手当証書

ひとり親家庭など
所得税非課税で18歳未満※2の子を
扶養している母子・父子家庭または
父母のない18歳未満※2の児童

保険証・印鑑
本籍が本町にない人は戸籍謄本
転入者は前住所地の課税証明書

※1・・・「15歳まで」とは、満15歳の誕生日以後最初の3月31日まで
※2・・・「18歳まで」とは、満18歳の誕生日以後最初の3月31日まで
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役場からの情報

■問い合わせ先　子育て健康課　健康推進グループ　☎（62）2527

■問い合わせ先　町民福祉課　窓口・医療グループ　☎（25）5010

　日本で２番目に多いがんである大腸がんを減らすため、国の対策として次の対象者は大腸がん検診（便潜血
反応検査）を無料で受けられるようになっています。
　この機会に大腸がん検診を受けてみませんか。

■大腸がん検診を無料で受けられる人

生　年　月　日

昭和46年4月2日～昭和47年4月1日

昭和41年4月2日～昭和42年4月1日

昭和36年4月2日～昭和37年4月1日

昭和31年4月2日～昭和32年4月1日

昭和26年4月2日～昭和27年4月1日

※左表の該当者には詳細を通知しご案内
しています。

※�検診を希望する人には、便を採取する
検査容器と受診票、検診無料クーポン
券をお送りしますので、役場子育て健
康課までお問い合わせください。

※�大腸がん検診は、特定健診の会場で実
施していますので、7月末まで採便容
器を提出することができます。

後期高齢者医療保険料の納付について

次の人は大腸がん検診が無料です ～期間は7月末です～

　後期高齢者医療制度は、財源の一部を被保険者のみなさまが負担している保険料により運営しております。
納付書は７月中旬に郵送されますので、納期限までに納めていただきますようお願いします。

※すでに保険料が年金から天引きされている人、口座振替の手続きをされている人には納付書は届きません。

■平成24年度納付書納期と口座振替日

期別 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

納付期限 7月31日 8月31日 10月1日 10月31日 11月30日 12月25日 1月31日 2月28日 4月1日

※�口座振替日（納付期限日）に残高不足等により引き落としができなかった場合、未納付扱いになってしまい
ます。事前に残高の確認をしておいてください。

■保険料が納期限までに納まらなかった場合
　１．督促状により保険料が再請求されます（延滞金が発生する場合があります）。
　２．督促状による納付がない場合、催告書により保険料が再請求されます（延滞金が発生する場合があります）。
　３．催告書による納付がない場合、有効期間の短い保険証が交付されることがあります。

※一度に納付が困難な場合は町民福祉課後期高齢担当までご相談ください

■口座振替について
　町では保険料が年金から天引きされず、納付書でお支払いされている方に便利な口座振替での納付をお勧め
しています。口座番号のわかるもの、その口座の届出印を持参の上、取扱金融機関でお手続きください。

※�国保税等を口座振替で納付されてきた人も後期高齢者医療保険料を口座振替にするには、再度手続きが必要
になります。
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群馬県若者就職支援センター（ジョブカフェぐんま）をご利用ください

子ども手当が「児童手当」に変わりました！

■問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎（25）5009

　平成24年４月１日より、子ども手当が「児童手当」に変わりました。
主な変更点は次のとおりです。
　①６月以降の手当認定について所得制限があります。
　②支給金額に変更はありませんが、所得制限を超えた場合、支給額は児童一人あたり月額5,000円になります。
　その他細かい制度変更があります。児童の養育状況に変化が生じた場合は、子育て健康課までお問い合わせ
ください。なお、公務員の方は勤務先での手続きとなります。

■支給対象
　中学卒業までの児童を養育している方に支給されます。
■支給額（児童一人あたりの月額）

3歳未満 15,000円

3歳以上小学校修了前 10,000円（第3子以降は15,000円）

中学生 10,000円

所得制限超過者 5,000円

■支給月
　6月、10月、2月にそれぞれ前月分までの4ヶ月分をまとめて支給します。
■現況届
　児童手当を受けている方は、毎年6月に「現況届」を提出しなければなりません。（別途通知により受付中）
　この届けは、毎年6月1日における状況を記載し、児童手当等を引き続き受ける要件があるかどうかを確認
するためのものです。今年度、既に多くの方が提出いただいていますが、この届けの提出がないと、6月分以
降の児童手当が受けられなくなります。まだ手続きがお済みでない方はお早めに窓口までお越しください。詳
細は別途通知を確認するか、子育て健康課にお問い合わせください。

　ジョブカフェぐんまでは、就職を希望する若者（40代前半までの不安定就労者を含む）に対し、就職
情報の提供から適性診断・カウンセリング、職業紹介・定着まで就職に関する一貫した支援を行ってい
ます。開設以来13万人を超える利用者があり、うち8,800人以上の人が就職しています。費用は無料で
すのでお気軽にご利用ください。

■高崎センター
　所在地　高崎市旭町34-5　旭町ビル3階
　問い合わせ先　☎027（330）4510　
　開所日　月～土曜日（年末年始を除く）
　開所時間　午前10時～午後7時
■北毛サテライト
　所在地　沼田市薄根町4412　利根沼田県民局4階
　問い合わせ先　☎（20）1155　
　開所日　月・水・金曜日（祝日・年末年始を除く）
　開所時間　午前8時30分～午後5時15分

※�北毛サテライトは平成23年4月1日から職業紹介を開始しました。職業紹介を受けるにはカウンセリン
グを受けていただく必要があります。ぜひご利用ください。
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役場からの情報

幼稚園開放事業【夏休み「みんなの広場」】が始まります

この夏も節電にご協力ください！

■問い合わせ先　環境課　環境政策グループ　☎（25）5003

■問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎（25）5009
　　　　　　　　月夜野幼稚園　☎（62）6746　　下牧分園　☎（62）0911
　　　　　　　　月夜野北幼稚園　☎（72）5725　

　月夜野幼稚園、月夜野幼稚園下牧分園、月夜野北幼稚園では、昨年度に引き続き、主に就学前のお子さんを
もつ親子の交流の場として園庭と遊戯室を開放します。親子で一緒に行事へ参加したり、幼稚園の雰囲気も味
わうこともできますのでお気軽にお越しください。
■対象
　就学前の子どもと保護者（小学校低学年程度の児童まで可・児童のみは不可）
■日時及び場所

実　施　日　時（月～金曜日） 場　　　所

7月23日～8月3日

プール開放時間

9:00～15:00
（7/25・30は12時まで）
13:00～14:00
（7/25・30はプールなし）

下牧分園

8月6日～8日 9:00～12:00 月夜野幼稚園

8月9・10日、
16日～22日 9:00～15:00 月夜野北幼稚園

■実施内容
　園庭での水遊び、ホールや園庭での自由遊び、絵本の読み聞かせ、親子での制作あそび、親子クッキング�など
■申し込みについて
　来園時に申し込みは必要がなく、開放時間内であれば出入り自由です。なお、制作やクッキングなど事前予
約や参加費が必要なものもありますので、各園にお問い合わせください。

■夏の電力使用の特徴
　電気は貯めておくことができません。
　需要が供給を上回らないようにするために、1日を通じた節電
に取り組みながらピーク時間帯（9時～20時）の節電を心がけま
しょう。特に日中（13時～16時）に最大ピークとなる傾向にあ
りますので、在宅時には、この時間帯の節電が特に重要となります。
■家庭の電力消費の特徴
　昼間と夜とでは、使っている電気の割合が異なります。時間帯
に応じた効果的な節電に取り組みましょう。
■主な電気製品の消費電力
� 200w～� 600w…パソコン、DVDレコーダー、
　　　　　　　　　マッサージチェア、ゲーム機など
� 600w～1000w…電気ポット、食器洗い洗浄機、
　　　　　　　　　ドライヤー、オーブントースターなど
1000w～1400w…ホットプレート、アイロン、
　　　　　　　　　電子レンジなど
1400w以上 ………IHクッキングヒーターなど
※ 家庭には消費電力の大きな電気製品がたくさんあります。ピーク時間帯を避けて使用したりする工夫をお願
いします。

この夏も電力不足が予想されます。ご家庭でも節電へのご協力をお願いします。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

kW

時刻

ご在宅の場合は、
13時～16時の節電が特に重要です！

節電をお願いしたい時間帯

①＋②＋③
全需要

③家庭

①大口（大企業や工場）

②小口（中小企業や商店）

エアコン

53%冷蔵庫

23%

テレビ 5%
照明 5%

温水洗浄便座 0.8%

パソコン 0.3%

待機電力

その他

4% 10%

エアコン

42%照明

14%

テレビ

10% 冷蔵庫

17%

パソコン 0.4%
温水洗浄便座 0.7%

待機電力

その他

3%
14%

14時 20時

暗くなってくる
20時前後は、
照明やテレビの
需要もぐんと
高まります。

気温が上がる
14時前後は、
エアコンの
需要が
高まります。

出典：経済産業省（資源エネルギー庁推計）
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免

除
等
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
忘
れ
ず
に
役
場
町
民
福
祉
課

で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
０
７

　

町
民
福
祉
課　

窓
口
・
医
療
Ｇ

　

☎（
２
５
）５
０
１
０

■納税と納期限■

■納期限：８月31日㈮
町県民税　　　　　第２期
国民健康保険税　　第５期

■納期限：７月31日㈫
固定資産税　　　　第２期
国民健康保険税　　第４期

７月の納税

８月の納税

７月の「直接相談タイム」

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

２４時間
健康テレホンサービス

◎国民年金
　６月分の納期限は、
　７月31日㈫です。

◎介護保険料
　第３期の納期限は、
　８月31日㈮です。

◎後期高齢者保険料
　第１期の納期限は、
　７月31日㈫です。

　群馬県保険医協会では、健康テ
レホンサービスを行っています。
　☎０２７-２３４-４９７０にかけ
ると、約３分の健康講話（テープ音
声）が聞けます。

７　月
■月曜　ポリープと胃

い

■火曜　肝
かん

臓
ぞう

に関
かん

する
検
けん

査
さ

のいろいろ
■水曜　歯

は

が抜
ぬ

けたままだと
どうなるの

■木曜　ブリッジのお手
て

入
い

れ法
ほう

■金曜　小
しょう

児
に

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

■土日　小
しょう

児
に

の事
じ

故
こ

「水
みず

に溺
おぼ

れた時
とき

」

○５日（木）　小児科・外科
○受付時間帯
　午後７時30分～９時まで
◎�この時間帯に電話すると、直
接医師が電話にでます。

心配ごと・法律相談所
心配ごと（民生・人権・行政）

相談所

法　律　相　談　所

■水上会場　７月17日（火）
　会場：社会福祉協議会水上支所
■新治会場　８月21日（火）
　会場：町保健福祉センター2階

■月夜野会場　７月13日（金）
　会場：町保健福祉センター2階
■水上会場　８月10日（金）
　会場：社会福祉協議会水上支所

相談は予約制で先着順です。
時間は午後1時30分～4時まで。

■■■問い合わせ先■■■
みなかみ町社会福祉協議会

☎（62）0081
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暮らしの情報
　

土
地
、
建
物
や
会
社
等
の
登
記
事
項
証

明
書
を
請
求
さ
れ
る
方
は
、
自
宅
や
会
社

の
パ
ソ
コ
ン
で﹃
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
﹄

を
使
え
ば
便
利
で
す
。

　

ご
利
用
時
間
が
午
前
８
時
30
分
～
午
後

９
時
ま
で
と
、
窓
口
よ
り
長
く
、
手
数
料

は
次
の
よ
う
に
登
記
所
の
窓
口
で
請
求
さ

れ
る
よ
り
も
断
然
お
得
で
、
ご
指
定
の
送

付
先
へ
郵
送
し
ま
す
。

（
例
）

︻
土
地
・
建
物
・
会
社
の
登
記
事
項
証
明
書
︼

　

窓
口
又
は
郵
送
請
求
の
場
合

一
通
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

←

　

か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
の
場
合

一
通
５
７
０
円

※
郵
送
料
を
含
み
ま
す

　

詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
２
８

��

ＨＰ�h
ttp
://w
w
w
.to
u
ki-kyo

u
taku

-
n
et.m

o
j.g
o.jp
/

　

日
本
電
機
工
業
会
で
は
、
夏
に
利
用
す

る
扇
風
機
の
安
全
点
検
と
エ
ア
コ
ン
利
用

時
の
扇
風
機
併
用
に
よ
る
快
適
利
用
及
び

節
電
対
策
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

扇
風
機
を
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
季
節
の
変
わ
り
目
な
ど
に
は
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
室
内
で
エ
ア
コ
ン
を
利
用
す
る

時
に
扇
風
機
を
併
用
す
る
と
、
エ
ア
コ
ン

の
冷
気
を
部
屋
中
に
循
環
さ
せ
、
体
感
温

度
を
下
げ
、
よ
り
一
層
涼
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
方
法
で
エ
ア
コ
ン
温
度
を
少

し
高
め
に
設
定
す
る
だ
け
で
も
節
電
効
果

は
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
日
本
電
機
工
業
会
「
快
転
せ

ん
ぷ
う
き
」
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
日
本
電
機
工
業
会

　

☎
０
３
（
３
５
５
６
）
５
８
８
７

　

今
年
も
夏
の
風
物
詩
に
な
り
ま
し
た
剪

画
（
切
り
絵
）
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
各
受
賞
作
品
を
は
じ
め
、
テ
ー

マ
「
き
ず
な
」
部
門
・
自
由
部
門
・
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
の
ほ
か
特
設
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に

わ
か
れ
１
０
０
点
に
お
よ
ぶ
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
素
敵
な
剪
画
芸
術

の
世
界
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

７
月
７
日
（
土
）
～
22
日
（
日
）

※
９
・
17
・
18
日
は
休
館
。

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

■
場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
料
金　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
０
）
４
０
４
０

　

町
で
は
、
職
員
採
用
第
１
次
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望
す

る
方
は
、
職
員
採
用
試
験
申
込
書
を
役
場

総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
は
、
役
場
総

務
課
人
事
グ
ル
ー
プ
及
び
支
所
庶
務
住
民

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

■
試
験
区
分　

一
般
職　

教
養
試
験

 

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
）

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
試
験
期
日　

９
月
16
日
（
日
）

■
試
験
場
所　

み
な
か
み
町
役
場

　

中
央
公
民
館
３
階
会
議
室

■
申
込
期
間

　

７
月
２
日
（
月
）
～
８
月
８
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

人
事
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
６

お
知
ら
せ

オ
ン
ラ
イ
ン﹃
か
ん
た
ん
証
明
書

請
求
﹄を
ご
利
用
く
だ
さ
い

エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
併
用
し
て

快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

第
2₈
回
日
本
剪せ
ん

画が

美
術
展

み
な
か
み
町
巡
回
展
の
開
催

み
な
か
み
町
職
員
募
集

職
員
採
用
第
１
次
試
験
を
実
施

募
　
集
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募
　
集

警
察
官
・
警
察
事
務
募
集

平
成
24
年
度　

利
根
沼
田
広
域

市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座

受
講
者
の
募
集

　

群
馬
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り
警
察

官
及
び
警
察
事
務
を
募
集
し
ま
す
。

【
警
察
官
】

■
受
験
資
格

◎
警
察
官
Ａ
（
男
・
女
）
第
２
回

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
と

人
事
委
員
会
が
認
め
る
学
校
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
す
る
見
込
み
の
人
。

◎
警
察
官
Ｂ
（
男
・
女
）

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察
官

Ａ
の
受
験
資
格
学
歴
に
該
当
し
な
い
人
。

■
第
１
次
試
験
日　

９
月
16
日
（
日
）

■
申
込
期
間

　

７
月
26
日
（
木
）
～
８
月
10
日
（
金
）

【
警
察
事
務
Ⅲ
類
】

■
受
験
資
格

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

■
第
１
次
試
験
日　

９
月
23
日
（
日
）

■
申
込
期
間

　

８
月
６
日
（
月
）
～
21
日
（
火
）

※
警
察
官
・
警
察
事
務
と
も
に
試
験
案
内

配
布
日
は
７
月
３
日
（
火
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
市
内
に
居
住
し
得
る
者
。

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

■
第
１
次
試
験
（
適
性
検
査
、
教
養
試
験
、

作
文
）

○
日
時　

９
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
～

○
場
所　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

■
第
２
次
試
験
（
体
力
検
査
、
面
接
）

◇
体
力
検
査
（
沼
田
北
小
学
校
）

　

10
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
～

◇
面
接
（
利
根
沼
田
文
化
会
館
）

　

10
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時
～

■
受
付
期
間

　

７
月
18
日
（
水
）
～
８
月
３
日
（
金
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
に
受
験
者
本
人
が
持
参
。

■
申
込
書
の
請
求
・
提
出
先

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部　

総
務
課

　

☎
（
２
２
）
３
１
３
３

　

沼
田
警
察
署　

警
務
課

　

☎
（
２
２
）
０
１
１
０

　

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
職
種　

消
防
士

■
勤
務
内
容　

消
防
本
部
ま
た
は
消
防
署

に
お
け
る
消
防
業
務
に
従
事

■
受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
こ
と
。
ま
た
、
昭
和
62

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
身
長
１
６
０
㎝
以
上
、
体

重
50
㎏
以
上
、
胸
囲
が
身
長
の
お
お
む
ね

２
分
の
１
以
上
、
視
力
は
矯
正
視
力
を
含

み
両
眼
で
0.7
以
上
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
0.3

以
上
で
色
覚
が
正
常
で
あ
り
、
聴
力
が
左

右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

　

採
用
さ
れ
た
場
合
、
利
根
郡
内
お
よ
び

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容　

通
信
教
育
と
８
日
間
の
通
学
、

４
日
間
の
施
設
実
習
で
資
格
取
得
が
で
き

ま
す
。
実
習
は
家
族
介
護
や
就
職
に
役
立

つ
介
護
技
術
を
学
べ
ま
す
。

■
受
講
定
員　

20
名

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す

■
受
講
費
用　

６
２
，
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
、
消
費
税
含
む

■
８
日
間
の
通
学
日
程

　

９
月
８
日
（
土
）・
11
日
（
火
）・
15
日

（
土
）・
22
日
（
土
）・
25
日
（
火
）・
29
日

（
土
）・
10
月
２
日
（
火
）・
６
日
（
土
）

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分※
９
月
11
日
（
火
）
は
、
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分

◎
無
料
説
明
会

　

講
座
内
容
等
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
無
料
説
明
会
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
日
時　

７
月
24
日
（
火
）
午
前
10
時
～

◇
会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
６
２
）
０
０
８
１
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暮らしの情報

募
　
集

文
化
・
体
育
振
興
費
補
助
事
業

（
２
次
募
集
）の
申
請
受
付

剪せ
ん

画が
（
切
り
絵
）教
室参

加
者
募
集

消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
会

参
加
者
の
募
集

高
崎
経
済
大
学大

学
院
生
の
募
集

　

町
で
は
社
会
教
育
・
社
会
体
育
の
振
興

を
目
的
と
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
２
次
募
集

の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
補
助
事
業
名

　

み
な
か
み
町
文
化
・
体
育
振
興
費
補
助

金■
補
助
対
象
内
容

　

社
会
教
育
・
社
会
体
育
の
振
興
を
目
的

と
し
た
活
動
に
要
す
る
経
費
を
対
象
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
県
や
町
の
他
の
補
助
金

対
象
に
な
っ
て
い
る
事
業
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

■
補
助
金
額

　

１
次
募
集
で
決
定
し
た
補
助
金
額
を
差

し
引
い
た
予
算
の
範
囲
で
、
１
団
体
10
万

円
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

７
月
９
日
（
月
）
～
８
月
10
日
（
金
）

■
申
請
方
法

　

生
涯
学
習
推
進
室
に
あ
り
ま
す
交
付
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
付
決
定

　

申
請
期
間
終
了
後
、
事
業
内
容
を
審
査

し
、
補
助
対
象
事
業
及
び
補
助
金
額
を
決

定
し
ま
す
。

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
利
根

沼
田
管
内
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
達
を

対
象
に
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

７
月
29
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
消
防
署

■
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の

家
族

■
内
容　

綱
渡
り
体
験
、
放
水
体
験
、
は

し
ご
車
搭
乗
、
地
震
体
験
、
ミ
ニ
消
防
車

搭
乗
な
ど

■
定
員　

子
ど
も
60
名
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

※
先
着
順
と
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

７
月
10
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
消
防
署

　

☎
（
２
４
）
１
７
３
４

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
推
進
室

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

日
本
剪
画
協
会
長
の
石
田
良
介
さ
ん
に

よ
る
指
導
で
剪
画
教
室
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

７
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

中
学
生
以
上　

10
名

　
　
　
　

小
学
生　
　
　

20
名

※
定
員
30
名
先
着
順
で
す
。

※
小
学
生
は
学
校
を
通
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

６
０
０
円

※
材
料
費
及
び
保
険
料
含
む
。

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
持
ち
物　

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
ホ
チ
キ

ス
、
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト

※
持
参
で
き
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

７
月
６
日
（
金
）
ま
で

※
７
月
２
・
９
日
は
休
館
日
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
０
）
４
０
４
０

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
推
進
室

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　

高
崎
経
済
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
大

学
院
地
域
政
策
研
究
科
と
経
済
・
経
営
研

究
科
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
次
に
よ
り
学
生
募
集
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

７
月
16
日
（
月
）
海
の
日

■
場
所　

高
崎
経
済
大
学
事
務
棟
３
階

■
内
容

①
地
域
政
策
研
究
科
の
紹
介

②
経
済
・
経
営
研
究
科
の
紹
介

③
現
役
院
生
に
よ
る
体
験
談
等

・�

出
願
の
き
っ
か
け
や
学
生
生
活
、
将
来

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
生
の
声
が
聞
け

ま
す
。

④
教
員
、
現
役
院
生
に
よ
る
個
別
相
談

・�

両
研
究
科
長
に
よ
る
個
別
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
入
学
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
修

了
後
の
進
路
等
）

・�

現
役
院
生
に
し
か
聞
け
な
い
個
別
相
談

コ
ー
ナ
ー

⑤
募
集
要
項
及
び
過
去
問
題
の
無
料
配
布

・
合
格
へ
の
近
道
か
も
…

⑥
大
学
院
内
ミ
ニ
ツ
ア
ー

・�

普
通
は
入
れ
な
い
大
学
院
棟
を
見
学
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
崎
経
済
大
学
学
務
課
入
試
担
当

　

☎
０
２
７
（
３
４
４
）
６
２
６
５
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募
　
集

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
更
新
講
習

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

放
送
大
学
２
学
期
生
募
集

平
成
24
年
度
統
計
グ
ラ
フ

群
馬
県
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

　

群
馬
県
下
水
道
協
会
で
は
、
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
更
新
講
習

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

免
状
番
号
５
８
５
１
～
６
４
７
４
番
及

び
６
５
２
１
番
～
６
５
２
７
番

※
平
成
20
年
度
か
ら
の
講
習
未
受
講
者
も

対
象
。

※
対
象
者
に
は
自
宅
へ
書
類
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

■
申
込
期
間

　

７
月
２
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）

※
郵
送
は
７
月
31
日
（
火
）
必
着
。

■
受
講
日

　

８
月
31
日
（
金
）・
９
月
28
日
（
金
）

■
場
所

　

８
月
31
日
／
高
崎
経
済
大
学

　

９
月
28
日
／
桐
生
市
市
民
文
化
会
館

■
受
講
料　

無
料

※
責
任
技
術
者
証
の
作
成
費
用
１
，

０
０
０
円
の
み
徴
収
。

■
申
込
書
等
の
配
布

　

７
月
上
旬
頃
に
群
馬
県
下
水
道
協
会
か

ら
、
受
講
対
象
者
の
自
宅
へ
直
接
郵
送
さ

れ
ま
す
。

■
注
意
事
項

　
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
４

　

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　

出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５

資
格
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
資
格
の
有
効

期
限
が
５
年
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

19
年
度
以
前
の
試
験
に
合
格
し
責
任
技
術

者
と
な
っ
た
方
は
、
本
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
と
し
て
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で

す
。
平
成
24
年
度
は
経
過
措
置
の
最
終
年

度
で
す
。
講
習
を
受
講
し
な
い
と
資
格
が

失
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
内
の
指
定
工

事
店
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
社
の
責
任

技
術
者
の
資
格
更
新
の
状
況
等
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
１
４

　

群
馬
県
下
水
道
協
会
で
は
、
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通

試
験
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
21
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

■
会
場　

高
崎
経
済
大
学

■
受
験
料　

８
，
５
０
０
円

※
問
題
集
代
を
含
む
。

■
申
込
書
配
布
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

※
受
験
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

第
２
部
／
小
学
３
・
４
年
生

第
３
部
／
小
学
５
・
６
年
生

第
４
部
／
中
学
生

第
５
部
／
高
校
生
以
上
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
／
小
学
生
以

上
一
般

■
課
題

第
１
・
２
部
／
児
童
が
自
ら
観
察
・
調
査

し
た
も
の
。

第
３
・
４
・
５
部
／
各
部
と
も
自
由
。

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
／
小
学
４
年

生
以
下
は
、
児
童
が
自
ら
観
察
・
調
査
し

た
も
の
。

■
用
紙
の
大
き
さ
（
仕
上
げ
寸
法
）

　

72
・
８
㎝
×
51
・
５
㎝
（
Ｂ
２
版
）

　

た
て
・
よ
こ
自
由

■
紙
質
・
色
彩　

自
由
で
す
。

■
応
募
点
数　

点
数
の
制
限
な
し
。

■
合
作
の
人
数　

１
作
品
５
名
以
内

■
締
め
切
り　

９
月
５
日
（
水
）
必
着

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
統
計
協
会

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
４
１
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�　

h
ttp
://to

u
kei.p

ref.g
u
n
m
a.jp
/

g
sa/g

rap
h
/

　

県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
統
計
の
表

現
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
内
の
小
学
生
以
上
の
方
か
ら
統
計
グ
ラ

フ
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
部
門

第
１
部
／
小
学
１
・
２
年
生

��h
ttp
://w
w
w
.so
u
m
u
.go
.jp
/

so
u
tsu
/kan

to
/ai/n

p
o
/in
d
ex.h

tm
l
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相
　
談

依
存
症
相
談
の
ご
案
内

「
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
」作
品
募
集

　

日
本
の
ク
ー
ル
や
地
域
の
魅
力
を
あ
な

た
の
目
線
で
デ
ジ
カ
メ
等
で
撮
影
し
、
30

秒
に
編
集
し
た
Ｃ
Ｍ
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
作
品

◎
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
編

　

ま
ち
の
魅
力
（
街
並
み
・
郷
土
愛
・
特

産
品
等
）

◎
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
Ｃ
Ｍ
編

　

日
本
の
ク
ー
ル
（
匠
の
技
・
ア
ニ
メ
・

お
も
て
な
し
等
）　
　

■
応
募
規
定　

ア
マ
チ
ュ
ア
な
ら
個
人
・

団
体
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

■
募
集
期
限　

９
月
９
日
（
日
）

■
審
査　

予
備
審
査
及
び
本
選
考
に
分
け

て
実
施
。

■
表
彰
式　

10
月
27
日
（
土
）

■
各
賞

　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
、
努
力
賞

※
各
賞
に
は
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
。

■
応
募
方
法　
「
応
募
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
載
の
う
え
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
メ
デ
ィ

ア
に
記
録
し
た
作
品
を
郵
送
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

　

情
報
通
信
部　

情
報
通
信
連
携
推
進
課

　

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
６
８
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

��

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
医
師
に
よ
る
薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
依
存
症
の
相
談
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
。
依
存
症
は
意
思
の
弱
さ
や
性
格
の
問

題
で
は
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
に
よ

る
脳
の
障
害
で
す
。
専
門
家
に
よ
る
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
家
族
の
方
の
み
の
相
談

も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

相
談
は
、
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

■
相
談
日

　

毎
月
第
２
火
曜
日
・
第
４
水
曜
日

■
予
約
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

■
相
談
場
所

　

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　

前
橋
市
野
中
町
３
６
８

■
専
用
電
話
番
号

　

☎
０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
５
６

　

相
談
内
容
を
お
伺
い
し
た
う
え
で
予
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新治公民館図書室
☎（64）0111

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後２時～

中央公民館図書室
☎（62）2275

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

■開室日（●印）／時間：午前9時～午後5時
　　　※正午～午後１時の間は休室
■休室日：月曜日、祝日、年末年始、図書整理期間
※7月より開室日が変更しました。

カルチャーセンター児童図書室
☎（20）4040

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後３時30分～

水上公民館図書室
☎（72）3707

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
　　　※正午～午後１時の間は休室

図
書
室
　
　
7
月
の
開
室
日
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「小和知ふれあいサロン」月１回水曜日（１・２月は休み） 午前９時 代表：田村良美

　町内各地で開催されているサロンを順次紹介しています。
　場所や参加者によってサロンもそれぞれ特徴があり、内容もバラエティー
に富んでいます。お近くのサロンを見つけて是非参加してみませんか。

みなかみ町の

生きがいサロン紹介

　小和知ふれあいサロンは、国道291号から関越
自動車道高架下をくぐり小和知地区の小和知公民
館で開催されています。平成20年10月にモデル
事業として町内4カ所で始まったサロンの1つで
す。
　参加費は500円で、カラオケや様々な講習会な
ども行われています。カラオケでは、皆さん歌に
合わせて振り付けた踊りを楽しみ身体を動かして
います。
　冬期には百人一首も行われるそうですが、参加
者の中には百人一首の読み手にすばらしい方がい
るそうです。
　そして皆さん何よりも楽しみなのが、休憩時間
のお茶だそうです。沢山のご馳走や手作りの野菜
料理などがならび昼食会を兼ねて参加される方も

いるそうです。最近では「ぴっころ」のパンを注
文して配達してもらっています。
　今後は温泉に出かけたりスロットボールも楽し
みたいと計画を立てています。

『認知症相談・家族の会』を開催します。参加希望の方はお問い合わせください。

7月25日（水）　午後１時30分～　地域包括支援センター　☎（62）0540

■問い合わせ先　包括支援センター　☎（62）0540

やってみよう！
口腔ケア

今月は「パ・タ・カ・ラ体操」に
ついてです。

パ・タ・カ・ラと発音し
飲み込みに使う筋肉（口輪筋・表現筋）を鍛えましょう！

「パ」（唇の閉じる力）→食べ物をこぼさないよう口を閉じ飲み込む。
「タ」（舌の前方への動き）→舌を使って食べ物を口の奥に運ぶ。
「カ」（舌の後方への動き）→ 舌を使ってのどまで運ばれた食べ物をさらに食道

ヘ運ぶ。
「ラ」（舌の上方への動き）→舌を使って「ゴックン」と飲み込む。

　舌、口輪筋・表現筋の衰えを予防・改善すると、
誤嚥性肺炎予防、いびきの改善、表情が豊になるな
どの効果があります。
　パ・タ・カ・ラをそれぞれ４回ずつ、はっきりと
大きな声で発音してみましょう。♩キラキラ星♬の
曲に合わせて発声してみても面白いですよ。
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暮らしの情報

■会場　子育て健康課　■対象　全地区
■７月　2日（月）・9日（月）・17日（火）・23日（月）・30日（月）
■８月　６日（月）・13日（月）・20日（月）・27日（月）
■時間　９時～11時30分　13時～16時
※�交付には30分程度かかりますので、余裕をもってお
出かけください。
※�町では不妊治療費の助成を行っています。詳細は子育
て健康課へお問い合わせください。

■会場　元ＪＡ利根沼田月夜野北事業所
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■日時　毎週月・火・水曜日　10時～15時
■主催　ＮＰＯ法人「北風塾」
　　　　７月16日●おはなしきけるかな？
○問い合わせ先　子育て広場「ぽかぽか」☎（25）3535

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内2階）
■対象　妊娠中～産後12か月くらいまでの母親
■期日　８月27日（月）
■時間　10時30分～11時30分
　　　　（受付は10時15分～10時30分まで）
■持ち物　運動のできる服装・汗ふきタオル１枚

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　７月13日（金）・20日（金）・27日（金）
　　　　８月10日（金）・17日（金）・24日（金）
■時間　10時～12時
■主催　にこにこくらぶ

～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～
　　　　７月20・27日●水遊び
　　　　８月10・17・24日●水遊び
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※�詳しいことは久野豊子さん（☎62‐2403）までお問
い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児・8か月児・12か月児・妊婦及び産婦
■期日　７月12日（木）・８月９日（木）
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児　10:00～10:15 計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児　 9:45～10:00 計測・問診・栄養相談
　＊12か月児� 10:15～10:30 計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦　 9:30～11:30 母乳相談（予約制）

　子育て支援ボランティア等による、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場です。

【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時

【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　毎週水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

～対象の方には事前に個別通知いたします～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・10か月児
■期日　７月18日（水）・８月29日（水）
■受付　４か月児　13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時

健　　　　診　　　　名 ７月 ８月

１歳６か月児健診 対象 1歳7・8か月児 5（木）

２歳児歯科健診 対象 2歳1・2か月児 7（火）

2歳6か月児歯科健診 対象 2歳7・8か月児 30（木）

３歳児健診 対象 3歳1・2か月児 11（水）

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時

【７月・８月のじゃんぷの日（毎週木曜日）10時～12時】
■期日　●７月�５日／読み聞かせ
　　　　　　　12日／お茶しませんか？
　　　　　　　19日／夏の簡単おやつ作り（要予約）
　　　　　　　26日／大きくなったかな？
　　　　●８月�２日／読み聞かせ
　　　　　　　�９日／お茶しませんか？

【特別メニュー】
　・リトミック　開催日：７月２日（月）※８月は休み
　　　　　　　　会　場：月夜野わんぱくクラブ　
　　　　　　　　時　間：10時30分～11時30分
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

母子健康手帳交付
子育てひろば

子育てひろば

ママヨガ教室

乳児相談・母乳相談

子育てサークル

乳幼児健診

子育て支援センター 汽車ぽっぽ
みんなの保健
●問い合わせ先　子育て健康課 健康推進グループ ☎62-2527

健康づくりインフォメーション

◇ベビーマッサージ（１歳までの乳児対象）
■日時　7月13日（金） 10：30～11：30　※8月は休み
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

～子育て支援ボランティア～

ぽかぽか

～子育て支援ボランティア～

にこにこくらぶ
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みなかみ町の

みなかみ町に

世帯数
女
男

総人口

8,109世帯（－� 9）
11,115人　（－11）
10,380人　（－11）
21,495人　（－22）

男の子 女の子 計
月夜野地区 ２人 １人 ３人
水上地区 ０人 ３人 ３人
新治地区 ３人 １人 ４人

計 ５人 ５人 10人

数字は住民基本台帳に基づくもので、国勢調査の
数値とは異なります。※（　）内は前月比

数字は住民基本台帳（6/15現在）に基づくものです。

人 口と 世 帯 6月1日
現　在

5月の出生者
おともだちがふえたよ！

●今月の表紙●

　５月26日、新治中学校生徒や婦人会
の方々によるボランティア花植え作業が
Ｂ＆Ｇ海洋センターで行われ、130名の
参加者により２千株の夏の花が植えられ
ました。

東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町
に寄贈された作品を紹介しています。
◎平成24年4月末現在
　93名から151作品を収蔵
　広報にて紹介した作品数　72／151

作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場
水上支所２階及び商工会水上支所２階に展示中です。
■開場日　月～金曜日（祝祭日は除く）
■開場時間　午前９時～午後４時30分

『存在について』
　作者／小坂梨絵

規格・素材／H2273㎜×W1650㎜
木製パネル、綿布、パステル

「ねばねば丼」

今月の食改推おすすめ地元食材レシピ

●　作り方　●
① オクラはさっと茹で、みじん切りにする。
　みょうがはみじん切りにする。
　きゅうりは5㎜角に切る。
② 鶏ささみは、耐熱容器に入れ、塩・酒をふる。
　 ラップをして、電子レンジ（600W）で1分

30秒加熱する。冷めたら細かく裂く。
③ すべての材料を、ねばねばが出るまで混ぜ合わせる。
④器にご飯を盛り、③をかける。

●ワンポイントアドバイス
食欲のない暑い日におすすめです。鶏ささみの代わりに、鶏ハムを使っても美味しいです。
鶏ハムはビニール袋に鶏むね肉（2枚）・塩・砂糖を各大さじ1ずつ入れ、軽くもんで一晩
漬けます。これを約6分間茹で、ゆで汁ごと冷まします。作り置きしておくと便利です。

材料（４人分）　1人分のエネルギー352kcal、塩分1.8g

ご飯 …………………… 4杯（720g）
みょうが ………………… 2本（30g）
きゅうり ……………… 1本（100g）
めかぶ……………… 1パック（40g）

� 鶏ささみ …………… 1本（50g）

� 塩 …………………………… 少々
� 酒 ………………… 小さじ1（5g）
かつお節…………………… 1袋（3g）
しょうゆ ……… 大さじ2.1/4（40g）

歳時記み
か
な
み

町の主な
行事予定

1㈰� ■谷川岳山開き　●土合霊園地　午前4時～
� ■なつこ新曲発表コンサート　●ホテル聚楽　午後2時～
2㈪� ■谷川岳の日イベント　●谷川岳周辺
7㈯� ■たくみの里ほたる観賞の夕べ　●泰寧寺　午後4時30分～

16㈭� ■みなかみ花火大会　●月夜野中学校野球場
イベント：午後5時～　花火：午後7時30分～

25㈯� ■赤谷湖上花火大会　●赤谷湖畔　午後8時～
26㈰� ■第55回デサント藤原湖マラソン　●藤原湖運動広場　午前9時～

7月

8月

提供：食生活改善推進協議会
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